
(57)【要約】

【課題】金属板の一端側から他端側に帯状に延びる帯状

凸部を平坦化し、金属板を溶融することなく再利用し得

る金属板の平坦化方法を提供する。

【解決手段】金属板２２の一面側に突出する帯状凸部２

４を平坦化する際に、回転軸１２を回転する駆動手段と

、回転軸１２の周囲に設けられ、帯状凸部２４の一部分

を徐々に押圧する押圧力と前記押圧力の解除とを交互に

繰り返えして平坦化できるように、回転軸１２と共に回

転するローラ状部材１４，１４・・とを具備する工具１

０を用い、前記平坦化した部分を帯状凸部２４の一端側

から他端側の方向に逐次形成できるように工具１０を移

動することを特徴とする。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 金 属 板 の 一 面 側 に 突 出 す る 凸 部 が 、 前 記 金 属 板 の 一 端 側 か ら 他 端 側 に 帯 状 に 延 び て 形 成
さ れ た 帯 状 凸 部 を 平 坦 化 す る 際 に 、
　 該 帯 状 凸 部 の 一 部 分 を 徐 々 に 押 圧 す る 押 圧 力 と 前 記 押 圧 力 の 解 除 と を 交 互 に 繰 り 返 し て
形 成 し た 平 坦 化 部 分 を 、 前 記 帯 状 凸 部 の 一 端 か ら 他 端 の 方 向 に 逐 次 形 成 す る こ と を 特 徴 と
す る 金 属 板 の 平 坦 化 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 帯 状 凸 部 を 平 坦 化 す る 際 に 、 回 転 軸 を 回 転 す る 駆 動 手 段 と 、 前 記 回 転 軸 の 周 囲 に 設 け ら
れ 、 前 記 帯 状 凸 部 の 所 定 部 分 を 徐 々 に 押 圧 す る 押 圧 力 と 前 記 押 圧 力 の 解 除 と を 交 互 に 繰 り
返 す こ と が で き る よ う に 、 前 記 回 転 軸 と 共 に 回 転 す る 複 数 個 の ロ ー ラ 状 部 材 と を 具 備 す る
工 具 を 用 い 、
　 平 坦 化 部 分 を 前 記 帯 状 凸 部 の 一 端 側 か ら 他 端 側 の 方 向 に 逐 次 形 成 で き る よ う に 、 前 記 工
具 及 び ／ 又 は 金 属 板 を 移 動 す る 請 求 項 １ 記 載 の 金 属 板 の 平 坦 化 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 横 断 面 形 状 が 三 角 形 状 の 帯 状 凸 部 の 先 端 部 近 傍 を 、 前 記 帯 状 凸 部 の 底 面 側 に 移 行 す る よ
う に 前 記 帯 状 凸 部 を 押 圧 し 、 前 記 帯 状 凸 部 を 平 坦 化 し た 部 分 を 金 属 板 の 他 の 部 分 よ り も 厚
肉 化 さ れ た 厚 肉 部 に 形 成 す る 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ 記 載 の 金 属 板 の 平 坦 化 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 側 壁 部 が 略 平 行 に 形 成 さ れ た 帯 状 凸 部 の 先 端 部 近 傍 を 押 圧 し て 形 成 し た 、 金 属 板 の 他 の
部 分 よ り も 厚 肉 化 さ れ た 厚 肉 の 平 坦 部 に 対 し 、 更 に 押 圧 と 押 圧 力 の 開 放 と を 繰 り 返 し て 施
し 、 前 記 厚 肉 の 平 坦 部 の 中 央 部 近 傍 で 切 断 す る 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ 記 載 の 金 属 板 の 平 坦
化 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 金 属 板 の 一 面 側 に 突 出 す る 凸 部 が 、 前 記 金 属 板 の 一 端 側 か ら 他 端 側 に 帯 状 に 延 び て 形 成
さ れ た 帯 状 凸 部 を 平 坦 化 す る 平 坦 化 装 置 で あ っ て 、
　 回 転 軸 を 回 転 す る 駆 動 手 段 と 、 前 記 回 転 軸 の 周 囲 に 設 け ら れ 、 前 記 帯 状 凸 部 の 一 部 分 を
徐 々 に 押 圧 す る 押 圧 力 と 前 記 押 圧 力 の 解 除 と を 交 互 に 繰 り 返 え し て 平 坦 化 で き る よ う に 、
前 記 回 転 軸 と 共 に 回 転 す る 複 数 個 の ロ ー ラ 状 部 材 と が 設 け ら れ た 工 具 と 、
　 前 記 平 坦 化 し た 部 分 を 前 記 帯 状 凸 部 の 一 端 側 か ら 他 端 側 の 方 向 に 逐 次 形 成 で き る よ う に
、 前 記 工 具 及 び ／ 又 は 板 状 体 を 移 動 す る 移 動 手 段 と を 具 備 す る こ と を 特 徴 す る 金 属 板 の 平
坦 化 装 置 。                                                                   
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 金 属 板 の 平 坦 化 方 法 及 び そ の 平 坦 化 装 置 に 関 し 、 更 に 詳 細 に は 金 属 板 の 一 面 側
に 突 出 す る 凸 部 が 、 前 記 金 属 板 の 一 端 側 か ら 他 端 側 に 帯 状 に 延 び て 形 成 さ れ た 帯 状 凸 部 を
平 坦 化 す る 金 属 板 の 平 坦 化 方 法 及 び そ の 平 坦 化 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 容 器 等 に 使 用 さ れ た 廃 棄 金 属 板 を リ サ イ ク ル す る 際 に は 、 廃 棄 金 属 板 を 粉 砕 し 再
溶 融 し て か ら 圧 延 等 に よ っ て 金 属 板 と し て い る 。 こ の 様 に 、 廃 棄 金 属 板 を 再 溶 融 す る 方 法
で は 、 廃 棄 金 属 板 の 粉 砕 や 再 溶 融 の た め に 多 大 の エ ネ ル ギ ー を 消 費 し て い る 。
　 一 方 、 廃 棄 金 属 板 を 再 溶 融 す る こ と な く 再 利 用 で き れ ば 、 従 来 の 廃 棄 金 属 板 を 再 溶 融 す
る 方 法 に 比 較 し て 、 省 エ ネ ル ギ ー を 図 る こ と が で き る 。
　 し か し 、 廃 棄 金 属 板 は 曲 折 さ れ て い る も の が 多 く 、 そ の ま ま で は 再 利 用 し 難 い 。 こ の た
め 、 曲 折 さ れ た 廃 棄 金 属 板 を 平 坦 な 金 属 板 と す る こ と に よ っ て 、 溶 融 す る こ と な く 再 利 用
を 図 る こ と が で き る も の と 期 待 で き る 。
【 特 許 文 献 １ 】 な し
【 非 特 許 文 献 １ 】 な し
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【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 か か る 廃 棄 金 属 板 に は 、 曲 折 さ れ た 廃 棄 金 属 板 の 曲 折 部 分 を 全 体 的 に 平 坦 化 し て も 、 曲
げ ぐ せ と し て 、 金 属 板 の 一 面 側 に 突 出 す る 凸 部 が 、 こ の 金 属 板 の 一 端 側 か ら 他 端 側 に 帯 状
に 延 び る 帯 状 凸 部 が 形 成 さ れ て い る 。
　 か か る 帯 状 凸 部 は 、 図 ５ （ ａ ） に 示 す 様 に 、 金 属 板 の 略 中 央 部 で ９ ０ ° 曲 げ て 形 成 し た
曲 折 片 １ ０ ０ ａ 、 １ ０ ０ ｂ を 平 坦 化 す る と 、 曲 折 片 １ ０ ０ ａ 、 １ ０ ０ ｂ の 境 界 に 曲 げ ぐ せ
と し て の 帯 状 凸 部 １ ０ ２ が 形 成 さ れ る 。 そ の 横 断 面 形 状 を 図 ６ に 示 す 。
　 ま た 、 図 ７ に 示 す 様 に 、 金 属 板 の 略 中 央 部 で １ ８ ０ ° 曲 げ て 積 層 し た 曲 折 片 ２ ０ ０ ａ 、
２ ０ ０ ｂ を 、 １ ８ ０ ° 開 い て 平 坦 化 す る と 、 曲 折 片 ２ ０ ０ ａ 、 ２ ０ ０ ｂ の 境 界 に 曲 げ ぐ せ
と し て の 帯 状 凸 部 ２ ０ ２ が 形 成 さ れ る 。 こ の 横 断 面 形 状 を 図 ８ に 示 す 。 図 ８ に 示 す 帯 状 凸
部 ２ ０ ２ は 、 図 ６ に 示 す 帯 状 凸 部 １ ０ ２ に 比 較 し て 大 き い 。
　 か か る 帯 状 凸 部 １ ０ ２ ， ２ ０ ２ が 残 存 す る 金 属 板 １ ０ ０ ， ２ ０ ０ は 、 そ の ま ま で は 再 利
用 す る こ と は 困 難 で あ り 、 再 溶 融 し て 平 坦 な 金 属 板 を 形 成 し て か ら 利 用 し て い る の が 現 状
で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し 、 図 ５ 及 び 図 ７ に 示 す 帯 状 凸 部 １ ０ ２ ， ２ ０ ２ が 残 存 す る 金 属 板 は 、 帯 状 凸 部 １
０ ２ ， ２ ０ ２ を 平 坦 化 で き れ ば 、 再 溶 融 す る こ と な く 再 利 用 で き る 。
　 そ こ で 、 本 発 明 の 課 題 は 、 金 属 板 の 一 端 側 か ら 他 端 側 に 帯 状 に 延 び る 帯 状 凸 部 を 平 坦 化
し 、 金 属 板 を 溶 融 す る こ と な く 再 利 用 し 得 る 金 属 板 の 平 坦 化 方 法 及 び そ の 平 坦 化 装 置 を 提
供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 者 等 は 、 図 ５ 及 び 図 ７ に 示 す 帯 状 凸 部 １ ０ ２ ， ２ ０ ２ の 全 体 を プ レ ス 加 工 に よ っ
て 一 度 に 押 し 潰 し て 平 坦 化 す る こ と を 試 み た 。
　 し か し 、 プ レ ス 加 工 に よ っ て 帯 状 凸 部 １ ０ ２ ， ２ ０ ２ の 全 体 を 一 度 に 押 し 潰 し た 押 潰 部
分 は 、 ス プ リ ン グ バ ッ ク に よ っ て 復 形 し た り 、 皺 や 割 れ 目 が 形 成 さ れ 易 く 、 平 坦 な 金 属 板
を 形 成 す る こ と は 極 め て 困 難 で あ る こ と が 判 明 し た 。
　 か か る 現 象 は 、 帯 状 凸 部 １ ０ ２ ， ２ ０ ２ を 押 し 潰 す 歪 み が 押 潰 部 分 に 一 度 に 蓄 積 す る こ
と に 因 る も の と 推 察 さ れ る 。
　 こ の た め 、 本 発 明 者 等 は 、 帯 状 凸 部 １ ０ ２ ， ２ ０ ２ を 押 し 潰 し て 平 坦 な 金 属 板 を 形 成 す
る に は 、 帯 状 凸 部 １ ０ ２ ， ２ ０ ２ の 押 潰 部 に 歪 み が 一 度 に 蓄 積 さ れ な い よ う に 、 帯 状 凸 部
１ ０ ２ ， ２ ０ ２ の 長 手 方 向 に 沿 っ て 歪 み を 局 部 的 に 逐 次 加 え て い く こ と 、 つ ま り 帯 状 凸 部
１ ０ ２ ， ２ ０ ２ を 少 し づ つ 押 圧 し て 平 坦 化 す る こ と が 有 効 で あ る と 考 え 検 討 し た 結 果 、 本
発 明 に 到 達 し た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 す な わ ち 、 本 発 明 は 、 金 属 板 の 一 面 側 に 突 出 す る 凸 部 が 、 前 記 金 属 板 の 一 端 側 か ら 他 端
側 に 帯 状 に 延 び て 形 成 さ れ た 帯 状 凸 部 を 平 坦 化 す る 際 に 、 該 帯 状 凸 部 の 一 部 分 を 徐 々 に 押
圧 す る 押 圧 力 と 前 記 押 圧 力 の 解 除 と を 交 互 に 繰 り 返 し て 形 成 し た 平 坦 化 部 分 を 、 前 記 帯 状
凸 部 の 一 端 か ら 他 端 の 方 向 に 逐 次 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 金 属 板 の 平 坦 化 方 法 に あ る 。
　 か か る 本 発 明 に お い て 、 帯 状 凸 部 を 平 坦 化 す る 際 に 、 回 転 軸 を 回 転 す る 駆 動 手 段 と 、 前
記 回 転 軸 の 周 囲 に 設 け ら れ 、 前 記 帯 状 凸 部 の 所 定 部 分 を 徐 々 に 押 圧 す る 押 圧 力 と 前 記 押 圧
力 の 解 除 と を 交 互 に 繰 り 返 す こ と が で き る よ う に 、 前 記 回 転 軸 と 共 に 回 転 す る 複 数 個 の ロ
ー ラ 状 部 材 と を 具 備 す る 工 具 を 用 い 、 平 坦 化 部 分 を 前 記 帯 状 凸 部 の 一 端 側 か ら 他 端 側 の 方
向 に 逐 次 形 成 で き る よ う に 、 前 記 工 具 及 び ／ 又 は 金 属 板 を 移 動 す る こ と に よ っ て 、 帯 状 凸
部 の 平 坦 化 を 効 率 的 に 施 す こ と が で き る 。
　 更 に 、 横 断 面 形 状 が 三 角 形 状 の 帯 状 凸 部 の 先 端 部 近 傍 を 、 前 記 帯 状 凸 部 の 底 面 側 に 移 行
す る よ う に 前 記 帯 状 凸 部 を 押 圧 し 、 前 記 帯 状 凸 部 を 平 坦 化 し た 部 分 を 金 属 板 の 他 の 部 分 よ
り も 厚 肉 化 さ れ た 厚 肉 部 に 形 成 で き る 。 か か る 厚 肉 部 に は 、 ネ ジ 穴 等 を 形 成 で き る 。
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　 或 い は 、 側 壁 部 が 略 平 行 に 形 成 さ れ た 帯 状 凸 部 の 先 端 部 近 傍 を 押 圧 し て 形 成 し た 、 金 属
板 の 他 の 部 分 よ り も 厚 肉 化 さ れ た 厚 肉 の 平 坦 部 に 対 し 、 更 に 押 圧 と 押 圧 力 の 開 放 と を 繰 り
返 し て 施 し 、 前 記 厚 肉 の 平 坦 部 の 中 央 部 近 傍 で 切 断 す る こ と に よ っ て 、 縁 部 が 他 部 よ り も
厚 肉 の 金 属 板 を 形 成 で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 金 属 板 の 一 面 側 に 突 出 す る 凸 部 が 、 前 記 金 属 板 の 一 端 側 か ら 他 端 側 に
帯 状 に 延 び て 形 成 さ れ た 帯 状 凸 部 を 平 坦 化 す る 平 坦 化 装 置 で あ っ て 、 回 転 軸 を 回 転 す る 駆
動 手 段 と 、 前 記 回 転 軸 の 周 囲 に 設 け ら れ 、 前 記 帯 状 凸 部 の 一 部 分 を 徐 々 に 押 圧 す る 押 圧 力
と 前 記 押 圧 力 の 解 除 と を 交 互 に 繰 り 返 え し て 平 坦 化 で き る よ う に 、 前 記 回 転 軸 と 共 に 回 転
す る 複 数 個 の ロ ー ラ 状 部 材 と が 設 け ら れ た 工 具 と 、 前 記 平 坦 化 し た 部 分 を 前 記 帯 状 凸 部 の
一 端 側 か ら 他 端 側 の 方 向 に 逐 次 形 成 で き る よ う に 、 前 記 工 具 及 び ／ 又 は 板 状 体 を 移 動 す る
移 動 手 段 と を 具 備 す る こ と を 特 徴 す る 金 属 板 の 平 坦 化 装 置 で も あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 帯 状 凸 部 の 一 部 分 を 徐 々 に 押 圧 す る 押 圧 力 と こ の 押 圧 力 の 解 除 と を 交
互 に 繰 り 返 し て 形 成 し た 平 坦 化 部 分 を 、 帯 状 凸 部 の 一 端 か ら 他 端 の 方 向 に 逐 次 形 成 す る 。
　 こ の た め 、 帯 状 凸 部 の 平 坦 化 部 分 に は 、 帯 状 凸 部 を 押 し 潰 す 歪 み が 一 度 に 蓄 積 さ れ 難 く
、 平 坦 化 部 分 が ス プ リ ン グ バ ッ ク に よ っ て 復 形 し た り 、 皺 や 割 れ 目 が 形 成 さ れ る 事 態 を 回
避 で き る 。
　 そ の 結 果 、 曲 折 さ れ た 廃 棄 金 属 板 か ら 平 坦 な 金 属 板 を 得 る こ と が で き 、 廃 棄 金 属 板 を 再
溶 融 す る こ と な く 再 利 用 を 図 る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 に お い て は 、 図 １ に 示 す 工 具 １ ０ を 具 備 す る 平 坦 化 装 置 を 好 適 に 用 い る こ と が で
き る 。 こ の 工 具 １ ０ は 、 モ ー タ 等 の 駆 動 手 段 に よ っ て 回 転 す る 回 転 軸 １ ２ の 周 囲 に 、 ロ ー
ラ 状 部 材 １ ４ ， １ ４ ・ ・ が 設 け ら れ て い る 。 こ の ロ ー ラ 状 部 材 １ ４ ， １ ４ ・ ・ は 、 回 転 軸
１ ２ に 固 着 さ れ て い る フ ラ ン ジ 部 材 １ ６ ， １ ６ に 固 定 さ れ て い る 。 こ の た め 、 ロ ー ラ 状 部
材 １ ４ ， １ ４ ・ ・ の 各 々 は 自 転 し な い 。
　 但 し 、 図 １ に 示 す 様 に 、 駆 動 手 段 に よ っ て 回 転 軸 １ ２ が 矢 印 Ａ 方 向 に 回 転 す る と 、 図 ２
に 示 す 様 に 、 フ ラ ン ジ 部 材 １ ６ ， １ ６ に 固 定 さ れ て い る ロ ー ラ 状 部 材 １ ４ ， １ ４ ・ ・ は 、
個 々 に 自 転 し な い も の の 、 工 具 １ ０ の 全 体 は 矢 印 Ａ 方 向 に 回 転 す る 。
　 か か る ロ ー ラ 状 部 材 １ ４ ， １ ４ ・ ・ は 、 そ の 一 部 が フ ラ ン ジ 部 材 １ ６ ， １ ６ の 外 周 縁 か
ら 突 出 す る よ う に 、 フ ラ ン ジ 部 材 １ ６ ， １ ６ に 固 定 さ れ て い る 。
　 こ の た め 、 フ ラ ン ジ 部 材 １ ６ ， １ ６ の 外 周 縁 か ら 所 定 間 隙 を 置 い て 円 弧 状 突 出 部 １ ４ ａ
， １ ４ ａ ・ ・ が 突 出 し て い る 。
　 図 １ 及 び 図 ２ に 示 す 工 具 １ ０ は 、 そ の 全 体 が 図 １ 及 び 図 ２ に 示 す 矢 印 Ａ 方 向 に 回 転 し つ
つ 、 金 属 板 ２ ２ が 載 置 さ れ る 台 ２ ０ の 載 置 面 に 沿 っ て 図 ２ に 示 す 矢 印 Ｂ 方 向 に 移 動 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ の 工 具 １ ０ に よ っ て 、 台 ２ ０ の 載 置 面 に 載 置 さ れ た 金 属 板 ２ ２ の 帯 状 凸 部 ２ ４ を 平 坦
化 す る 際 に は 、 帯 状 凸 部 ２ ４ を 平 坦 化 で き る よ う に 、 工 具 １ ０ の 円 弧 状 突 出 部 １ ４ ａ ， １
４ ａ ・ ・ と 台 ２ ０ の 載 置 面 と の ク リ ア ラ ン ス を 調 整 し た 後 、 駆 動 手 段 に よ っ て 工 具 １ ０ を
矢 印 Ａ 方 向 に 回 転 し つ つ 、 帯 状 凸 部 ２ ４ の 一 端 側 か ら 他 端 側 方 向 （ 矢 印 Ｂ 方 向 ） に 工 具 １
０ を 移 動 さ せ る 。
　 か か る 平 坦 化 の 際 に 、 工 具 １ ０ は 回 転 す る た め 、 図 ２ に 示 す 様 に 、 帯 状 凸 部 ２ ４ の 一 部
分 は 、 円 弧 状 突 出 部 １ ４ ａ の 外 周 面 に 倣 っ て 徐 々 に 押 圧 さ れ る 。 こ の 押 圧 部 は 、 工 具 １ ０
の 回 転 に よ っ て 円 弧 状 突 出 部 １ ４ ａ ， １ ４ ａ の 隙 間 １ ８ に 至 っ た と き 、 円 弧 状 突 出 部 １ ４
ａ の 外 周 面 に よ る 押 圧 力 は 解 除 さ れ る 。
　 押 圧 力 が 解 除 さ れ た 帯 状 凸 部 ２ ４ の 押 圧 部 は 、 工 具 １ ０ が 回 転 し て い る た め 、 次 の 円 弧
状 突 出 部 １ ４ ａ に よ っ て 再 度 徐 々 に 押 圧 さ れ 、 押 圧 部 の 一 部 が 平 坦 化 さ れ る 。 か か る 帯 状
凸 部 ２ ４ の 押 圧 部 も 、 徐 々 に 押 圧 さ れ る 押 圧 と 押 圧 力 の 解 除 と が 交 互 に 繰 り 返 さ れ て 部 分

10

20

30

40

50

(4) JP 2005-297050 A 2005.10.27



的 に 平 坦 化 さ れ る た め 、 平 坦 化 さ れ た 部 分 に は 一 度 に 歪 み は 蓄 積 さ れ な い 。
　 こ の 様 に し て 形 成 さ れ た 平 坦 部 は 、 工 具 １ ０ が 帯 状 凸 部 ２ ４ の 一 端 側 か ら 他 端 側 方 向 （
矢 印 Ｂ 方 向 ） に 移 動 す る た め 、 平 坦 化 部 分 は 帯 状 凸 部 ２ ４ の 一 端 側 か ら 他 端 側 方 向 に 拡 大
で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 １ 及 び 図 ２ に 示 す 工 具 １ ０ に よ っ て 帯 状 凸 部 ２ ４ が 平 坦 化 さ れ た 金 属 板 ２ ２ で は 、 そ
の 平 坦 化 面 は 鏡 面 状 で あ る 。 こ の た め 、 平 坦 化 さ れ た 金 属 板 ２ ２ は 、 そ の ま ま 再 利 用 で き
る 。
　 か か る 工 具 １ ０ に よ る 平 坦 化 の 際 に は 、 潤 滑 剤 を 用 い る こ と に よ っ て 帯 状 凸 部 ２ ４ の 平
坦 化 を ス ム ー ズ に 行 う こ と が で き 好 ま し い 。 こ の 潤 滑 油 と し て は 、 非 塩 素 系 の も の が 、 環
境 の 観 点 か ら 好 ま し い 。
　 ま た 、 工 具 １ ０ の 移 動 速 度 は 、 工 具 １ ０ の 回 転 速 度 と の 関 係 で 決 定 さ れ 、 予 め 試 験 等 に
よ っ て 、 採 用 す る 工 具 １ ０ の 回 転 速 度 と 関 係 で 最 適 移 動 速 度 を 決 定 し て お く こ と が 好 ま し
い 。
　 更 に 、 図 １ 及 び 図 ２ で は 、 工 具 １ ０ を 帯 状 凸 部 ２ ４ の 一 端 側 か ら 他 端 側 方 向 に 移 動 し て
い た が 、 工 具 １ ０ を 移 動 さ せ ず に 金 属 板 ２ ２ が 載 置 さ れ て い る 台 ２ ０ を 移 動 し て も よ く 、
工 具 １ ０ 及 び 台 ２ ０ を 共 に 移 動 さ せ て も よ い 。
　 尚 、 図 １ 及 び 図 ２ に 示 す 工 具 １ ０ の ロ ー ラ 状 部 材 １ ４ ， １ ４ ・ ・ は 、 フ ラ ン ジ 部 材 １ ６
， １ ６ に 固 定 さ れ て い る が 、 フ ラ ン ジ 部 材 １ ６ ， １ ６ に 回 転 可 能 に 装 着 し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 １ 及 び 図 ２ に 示 す 工 具 １ ０ に よ っ て 帯 状 凸 部 ２ ４ を 平 坦 化 し た 金 属 板 ２ ２ の 平 坦 化 部
分 は 、 金 属 板 ２ ２ の 他 の 部 分 と 略 同 一 肉 厚 に 形 成 で き る 。
　 但 し 、 帯 状 凸 部 ２ ４ の 形 状 に よ れ ば 、 図 ３ （ ｃ ） に 示 す 様 に 、 帯 状 凸 部 ２ ４ を 平 坦 化 し
た 部 分 を 金 属 板 ２ ２ の 他 の 部 分 よ り も 厚 肉 化 さ れ た 厚 肉 部 ２ ６ に も 形 成 で き る 。
　 こ の 場 合 、 帯 状 凸 部 ２ ４ と し て は 、 図 ３ （ ａ ） に 示 す 様 に 、 横 断 面 形 状 が 三 角 形 の 形 状
の 帯 状 凸 部 ２ ４ を 用 い る 。 図 ３ （ ａ ） に 示 す 帯 状 凸 部 ２ ４ は 、 図 ５ （ ａ ） に 示 す 様 に 、 金
属 板 ２ ２ の 略 中 央 部 で ９ ０ ° 曲 げ て 形 成 し た 曲 折 片 の 角 部 近 傍 を ベ ン ダ ー 等 で 折 り 曲 げ て
形 成 で き る 。
　 図 ３ （ ａ ） に 示 す 帯 状 凸 部 ２ ４ の 先 端 部 近 傍 を 、 帯 状 凸 部 ２ ４ の 底 面 側 に 移 行 す る よ う
に 帯 状 凸 部 ２ ４ を 工 具 １ ０ の 円 弧 状 突 出 部 １ ４ ａ ， １ ４ ａ ・ ・ で 押 圧 す る こ と に よ っ て 、
帯 状 凸 部 ２ ４ の 押 圧 部 分 が 底 面 側 に 移 行 し て 厚 肉 部 ２ ６ ′ を 形 成 す る ［ 図 ３ （ ｂ ） ］ 。
　 更 に 、 工 具 １ ０ の 円 弧 状 突 出 部 １ ４ ａ ， １ ４ ａ ・ ・ で 押 圧 す る こ と に よ っ て 、 金 属 板 ２
２ の 他 面 側 と 面 一 と な っ た 厚 肉 部 ２ ６ を 形 成 で き る 。 形 成 し た 厚 肉 部 ２ ６ は 、 そ の 表 面 は
平 坦 面 で あ っ て 、 ネ ジ 穴 等 を 形 成 で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 図 ４ （ ａ ） に 示 す 様 に 、 側 壁 部 が 略 平 行 に 形 成 さ れ た 帯 状 凸 部 ２ ４ の 場 合 に は 、
帯 状 凸 部 ２ ４ の 先 端 部 近 傍 を 工 具 １ ０ の 円 弧 状 突 出 部 １ ４ ａ ， １ ４ ａ ・ ・ に よ っ て 押 圧 す
る こ と に よ り 、 図 ４ （ ｂ ） に 示 す 様 に 、 金 属 板 ２ ２ の 他 の 部 分 よ り も 厚 肉 化 さ れ た 厚 肉 の
平 坦 部 ２ ８ ′ を 形 成 す る 。
　 更 に 、 こ の 厚 肉 の 平 坦 部 ２ ８ ′ を 工 具 １ ０ の 円 弧 状 突 出 部 １ ４ ａ ， １ ４ ａ ・ ・ に よ っ て
押 圧 と 押 圧 力 の 開 放 と を 繰 り 返 す こ と に よ っ て 、 図 ４ （ ｃ ） に 示 す 様 に 、 厚 肉 の 平 坦 部 ２
８ の 中 央 部 近 傍 で 切 断 す る 。 こ の 様 に し て 形 成 さ れ た 金 属 板 ２ ２ で は 、 そ の 切 断 さ れ て 形
成 さ れ た 端 縁 の 近 傍 が 、 表 面 が 平 坦 面 で 且 つ 金 属 板 ２ ２ の 他 の 部 分 よ り も 厚 肉 に 形 成 さ れ
て お り 、 ネ ジ 穴 等 を 形 成 で き る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ア ル ミ ニ ウ ム か ら 成 る 厚 さ ０ ． ８ ｍ ｍ 、 ２ ４ ０ ｍ ｍ × ２ ４ ０ ｍ ｍ の 正 方 形 状 の 金 属 板 ２
２ を 、 そ の 略 中 央 部 で ９ ０ ° 曲 げ て 積 層 し た 曲 折 片 を 開 い て 平 坦 化 し 、 金 属 板 ２ ２ の 中 央
部 に 金 属 板 ２ ２ の 一 端 か ら 他 端 に 、 図 ６ に 示 す 形 状 の 帯 状 凸 部 ２ ４ を 形 成 し た 。
　 こ の 金 属 板 ２ ２ の 帯 状 凸 部 ２ ４ を 図 １ 及 び 図 ２ に 示 す 工 具 １ ０ を 用 い て 平 坦 化 処 理 を 行
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っ た 。
　 こ の 際 の 、 工 具 １ ０ の 回 転 数 は １ ０ ０ ｒ ｐ ｍ で あ り 、 工 具 １ ０ の 帯 状 凸 部 ２ ４ に 沿 っ て
の 移 動 速 度 は ３ ０ ｍ ｍ ／ 分 で あ っ た 。
　 ま た 、 台 ２ ０ の 金 属 板 ２ ２ の 載 置 面 と 工 具 １ ０ の 円 弧 状 突 出 部 １ ４ ａ ， １ ４ ａ ・ ・ と の
ク リ ア ラ ン ス は 、 回 転 軸 １ ２ の 曲 が り 等 を 考 慮 し て ０ ｍ ｍ と し 、 潤 滑 油 と し て 、 １ ８ ． ２
ｃ Ｓ ｔ の 非 塩 素 系 潤 滑 剤 を 用 い た 。
　 か か る 条 件 下 で 帯 状 凸 部 ２ ４ の 平 坦 化 処 理 し た 金 属 板 ２ ２ の 処 理 面 は 、 鏡 面 状 の 平 滑 面
で あ っ た 。 こ の 平 坦 化 処 理 を 施 し た 処 理 部 の 厚 さ は 、 ０ ． ７ ９ ６ ｍ ｍ で あ っ た 。
　 平 坦 化 処 理 前 の 帯 状 凸 部 ２ ４ の 厚 さ は 、 ０ ． ７ ８ ７ ｍ ｍ で あ り 、 若 干 の 増 肉 化 が み ら れ
た が 、 ほ ぼ 元 の 板 厚 に 戻 す こ と が で き た 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 金 属 板 ２ ２ の 略 中 央 部 で ９ ０ ° 曲 げ て 形 成 し た 曲 折 片 の 角 部 近 傍 を ベ ン ダ ー で 折 り 曲 げ
て 、 金 属 板 ２ ２ の 中 央 部 に 金 属 板 ２ ２ の 一 端 か ら 他 端 に 、 図 ３ （ ａ ） に 示 す 横 断 面 形 状 が
三 角 形 状 の 帯 状 凸 部 ２ ４ を 形 成 し た 。
　 か か る 形 状 の 帯 状 凸 部 ２ ４ が 形 成 さ れ た 金 属 板 ２ ２ を 用 い た 他 は 、 実 施 例 １ と 同 様 に し
て 帯 状 凸 部 ２ ４ の 平 坦 化 処 理 を 行 っ た 。
　 平 坦 化 処 理 を 施 し た 金 属 板 ２ ２ の 処 理 部 は 平 坦 面 で あ っ た が 、 そ の 厚 さ は ０ ． ９ ９ １ ｍ
ｍ で あ り 、 処 理 前 の 帯 状 凸 部 ２ ４ の 厚 さ ０ ． ７ ８ ６ ｍ ｍ よ り も か な り 増 肉 化 さ れ て い る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ６ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 平 坦 化 装 置 を 構 成 す る 工 具 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 す 工 具 の 作 用 効 果 を 説 明 す る 説 明 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 帯 状 凸 部 の 平 坦 化 処 理 の 一 例 を 説 明 す る 説 明 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 帯 状 凸 部 の 平 坦 化 処 理 の 他 の 例 を 説 明 す る 説 明 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 帯 状 凸 部 を 形 成 す る 一 例 を 説 明 す る 説 明 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ５ で 形 成 し た 帯 状 凸 部 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 帯 状 凸 部 を 形 成 す る 他 の 例 を 説 明 す る 説 明 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ７ で 形 成 し た 帯 状 凸 部 の 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ７ 】
１ ０   工 具
１ ２   回 転 軸
１ ４ ａ 　 円 弧 状 突 出 部
１ ８   隙 間
２ ０   台
２ ２   金 属 板
２ ４   帯 状 凸 部
２ ６   厚 肉 部
２ ８   平 坦 部
１ ６ ， １ ６   フ ラ ン ジ 部 材                        
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